
煙火消費に係る安全な距離等 

 

１ 煙火の消費にあたっては、火薬類取締法施行規則（以下「規則」という。）第56条の４に定める規定により

行うこと。 

 

２ 規則第56条の４第４項第１号に規定する安全な距離については、次のとおり参考値を示すので、地理的状況、

警備方法、火災の警戒、消火体制、気象状況等を考慮して決定すること。 

(1) 打揚煙火に係る安全な距離は、別表１のとおりとする。 

(2) 仕掛煙火に係る安全な距離は、別表２のとおりとする。ただし、打揚煙火を伴う仕掛煙火に係る安全な距

離は、別表１のとおりとする。 

 

３ 打揚従事者、煙火置場の見張人等直接煙火の消費に係わる者（以下「打揚従事者等」という。）は、必要最小

限度の人数にすること。 

 

４ 煙火消費計画書に記載された担当責任者は、自ら又は他の者に命じて、煙火の消費に係わる者に、事前に消

費技術、規則第56条の４の規定による煙火の消費の技術基準、消費の順序、煙火の性質等を充分説明し、火薬

類製造保安責任者免状、火薬類取扱保安責任者免状又は煙火打揚従事者手帳を有しない者には充分訓練をさせ

ること。 

 

５ 手筒煙火を消費する場合、特に次の事項に注意すること。 

(1) 手筒煙火の噴出口をあける等の消費の準備作業は、手筒煙火の消費場所以外の場所では行わないこと。 

(2) 手筒煙火に点火する者は、噴き出し方向の側面から点火し、点火後速やかに退避すること。 

(3) 薬量が１，８００グラム（鉄粉を含む。）を超える手筒煙火は、点火してから火の粉、火花が十分に噴き 

出すまで、筒を直接手に持って又は抱えてはならないこと。 

(4) 手筒煙火の消費中は、噴出口及び筒底を観衆に向けないように保持すること。 

(5) 手筒煙火を２本以上同時に消費する場合は、手筒煙火の薬量に応じ、筒相互間に別表２の間隔をとること。 

(6) 手筒煙火を消費する場所では、同時に乱玉等の仕掛煙火を消費しないこと。 

(7) 手筒煙火を直接手に持って又は抱えて消費する者は、煙火消費計画書に記載されている打揚従事者のうち、 

特に定めた者に限るものとすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別表１ 打揚煙火                                  （単位：ｍ） 

打揚煙火の玉の直径 
打揚従事者等以外の者を 

立入らせない距離 

道路、人の集合する場所、建物等に対する距離 

１種 ２種 

６㎝(２号)以下  ２０ 
 ３０ 

 ５０ 

 ３０ 

 ３０ 

９㎝(３号)以下  ２０ 
 ６５ 

１００ 

 ３０ 

 ３０ 

12㎝(４号)以下  ３０ 
 ７５ 

１１０ 

 ４０ 

 ４０ 

15㎝(５号)以下  ４０ 
１３０ 

１８０ 

 ５０ 

 ５０ 

18㎝(６号)以下  ９０ １９０  

21㎝(７号)以下 １００ ２００  

24㎝(８号)以下 １２０ ２２０  

30㎝(10号)以下 １５０ ２５０  

60㎝(20号)以下 ２００ ４００  

90㎝(30号)以下 ４００ ６００  

 上段：ぽか物及び音物（５号以下に限る。）、下段：割物 

 

１ １種とは、２種以外の場合をいう。 

２ ２種とは、消費する打揚煙火の玉の直径が５号以下であって、次の(1)又は(2)の場合をいう。 

(1)  一花火大会（同一目的で複数日にわたり消費を行う場合は、その期間をもって一花火大会とする。）に 

消費する数量が、1,000個以下の場合。 

(2) 次のいずれにも該当する場合。 

ア 消費する打揚煙火の玉の親みちに、着火線、薬紙を用いるなど不点火防止対策が行われている場合、

又は消費する打揚煙火の玉の回転を抑えるのに効果があるひもの取り付け、早打ち用の取手の取り付け

等により、打揚煙火の玉に方向性を与える場合。 

イ 重ね玉（１本の打揚筒に、消費する打揚煙火の玉を重ねて入れて消費する方法で、玉の数量が２個ま

での場合に限る。）にして打揚げる場合に、重ね玉を袋に包み着火線を用いるなど不点火防止対策が行わ

れている場合。  

 

別表２ 仕掛煙火                                    

 

 

 

 

 消費する仕掛煙火の種類、消費の方法、消費場所の状況及び気象状況に応じて、観衆に火の粉が到達しな

い距離を確保すること。 

 手筒煙火の消費にあっては、下表の距離以上で、観衆に火の粉が到達しない距離を確保すること。 

手筒煙火 

（噴出煙火の本体

を手に持って又は

抱えて消費するも

のをいう。） 

薬   量 

筒の噴出口及び

筒底からの距離 

（ｍ） 

筒の側面からの

距離  （ｍ） 

筒相互間隔の 

距離 （ｍ） 

600g 

以下 

直立し点火するもの － ５ １．５ 

上記以外のもの １０  ５ １．５ 

600gを超え1,200g以下 １５ １０ ２．０ 

1,200gを超え1,800g以下 ２０ １５ ２．５ 

1,800gを超え2,400g以下 ２５ ２０ ３．０ 

2,400gを超え3,000g以下 ２８ ２３ ３．５ 

3,000gを超え4,000g以下 ３０ ２５ ４．０ 


